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三重病院

　私たちが退院に向けてサポートさせて
いただくなかで、たくさんの患者さま、
ご家族さまとの出会いがあります。ある
時、「酸素ボンベを使わずに生活できたら
…」と願いながら治療に専念し在宅退院
を目指す二人暮らしの患者さまと奥さま
に出会いました。“酸素”を使用しながら
安全に生活できるよう院内、院外の関係
者が集まり住宅環境や福祉用具を検討し
ました。退院前のサービス担当者会議が
開催され「病状が安定しているので酸素
は必要ないですよ」と主治医から告げら
れたその瞬間、患者さまの笑顔とスタッ
フの拍手が沸き起こりました。これは患
者さま奥さまおふたりの支え合いとおち
からがあってこその結果でした。退院後
は、二人三脚で過ごされるお二人をチー
ムでサポートしていき
たいと思います。
（退院調整看護師長 
　　　 川上  千代）

退院に向けてのサポート

　応接室に入ると左壁に「自立共生」と書かれた作品
があります。隣接する緑ヶ丘特別支援学校の小川直
紀教頭先生から寄贈していただいたものです。
　自己を確立し、自らの考えに基づいて判断、批判し、
自分の力で生きることを「自立」といい、他者の自立
を尊重し、「自立」した個人が相互に理解支え合うこと
を「共生」といいます。
　全紙（70×136cm）横に行書で書かれた作品は、額
のマットが白りんずで上品なため、応接室が以前よ
り明るくなりました。迫力ある書で壁面によくなじ
んでいます。小川先生のペンネーム（雅号）は匪石（ひ
せき）です。県立高校の書道の先生で、生徒に書道、
篆刻、中国文人画を教え、三重県書道連盟・運営委員
長で、本年度から参与となられ、いつも明るく元気に
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ご活躍されております。　
　今春還暦を迎えられ、来春の退官記念に寄贈して
いただいたとも伺っております。また県内で初めて
普通高校の中に誕生した杉の子特別支援学校石薬師
分校、その石薬師高等学校の校長室には和額を、緑ヶ
丘の校長室には篆刻作品を寄贈され、ともに文句は
「自立共生」、今回三重病院には、洋額です。
　子供たちの未来のために、学校と病院のより良き
連携の証として末永く大切に飾り続けていきたいと
思います。御寄贈に御礼と感謝申し上げます。

「健康フェスタ からだスキャン」 

　三重病院では９月２８日㈯10時から１５時に「健康フェスタ からだ
スキャン」を開催することになりました。院内の外来ホールを開放し
て健康相談や血糖値測定など充実した企画となっています。
　また、お昼１２時頃に三重大学医学部軽音楽部“SUNNY ALL 
STARS”の演奏も
あります。
　自分のからだの事
は気になるけれど、
なかなか受診する機
会がない方は是非と
も９月２８日㈯に当
院までお越しくださ
い。たくさんの方の
ご来場をお待ちして
います。   
（管理課  橋村  良成）

医療福祉相談室だ
より

医療福祉相談室だ
より

9月28日㊏・10：00～15：00／三重病院 外来ホール


